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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公表番号】特表2010-519205(P2010-519205A)
【公表日】平成22年6月3日(2010.6.3)
【年通号数】公開・登録公報2010-022
【出願番号】特願2009-549627(P2009-549627)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月8日(2011.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
感染性又は新生物性疾患の治療又は予防におけるクラスＩ ＭＨＣ制限Ｔ細胞応答を刺激
するための免疫原性組成物であって、該免疫原性組成物は複数回の順次用量として哺乳類
に投与され、初回用量後の各用量が直前用量より多い、免疫原性組成物。
【請求項２】
前記順次用量が前記初回用量の線形関数または指数関数として増大する、請求項１記載の
免疫原性組成物。
【請求項３】
前記免疫原性組成物が免疫原＋免疫賦活剤又は生物学的応答修飾剤を含む、請求項１また
は２記載の免疫原性組成物。
【請求項４】
前記免疫賦活剤又は生物学的応答修飾剤がサイトカイン、ケモカイン、ＰＡＭＰ、ＴＬＲ
－リガンド、免疫刺激配列、ＣｐＧ含有ＤＮＡ、ｄｓＲＮＡ、エンドサイトーシスパター
ン認識受容体（ＰＲＲ）リガンド、ＬＰＳ、キラヤ・サポニン及びツカレゾルから成る群
から選択される、請求項３記載の免疫原性組成物。
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【請求項５】
前記指数関数が指数因子≧２n-1により定義される、請求項２～４のいずれか１項記載の
免疫原性組成物。
【請求項６】
前記指数因子が５n-1である、請求項５記載の免疫原性組成物。
【請求項７】
前記複数回の用量が２～６回用量を含む、請求項１～６のいずれか１項記載の免疫原性組
成物。
【請求項８】
前記複数回の用量が２回より多くの用量を含む、請求項１～７のいずれか１項記載の免疫
原性組成物。
【請求項９】
前記複数回の用量が６回より多くの用量を含む、請求項８記載の免疫原性組成物。
【請求項１０】
最終回用量が前記初回用量の６日以内に投与される、請求項１～９のいずれか１項記載の
免疫原性組成物。
【請求項１１】
順次増大用量を伴わない同一累積用量を利用する免疫感作と比較して増強された応答が得
られる、請求項１～１０のいずれか１項記載の免疫原性組成物。
【請求項１２】
前記増強応答が応答Ｔ細胞の数増大、サイトカインの産生増大、または細胞溶解活性にお
ける増大を包含する、請求項１１記載の免疫原性組成物。
【請求項１３】
前記サイトカインがＩＬ－２又はＩＦＮ－γである、請求項１２記載の免疫原性組成物。
【請求項１４】
前記増強応答が免疫抑制性サイトカインのピーク産生における遅延を包含する、請求項１
１記載の免疫原性組成物。
【請求項１５】
前記免疫抑制性サイトカインがＩＬ－１０である、請求項１４記載の免疫原性組成物。
【請求項１６】
前記免疫原性組成物を哺乳類に投与することがリンパ系への直接送達を包含する、請求項
１～１５のいずれか１項記載の免疫原性組成物。
【請求項１７】
前記リンパ系への前記直接送達が節内送達を包含する、請求項１６記載の免疫原性組成物
。
【請求項１８】
前記免疫原性組成物を哺乳類に投与することが皮下、筋肉内、皮内、経皮、経粘膜、鼻、
気管支、経口又は直腸投与を包含する、請求項１～１７のいずれか１項記載の免疫原性組
成物。
【請求項１９】
前記免疫原性組成物がタンパク質、ペプチド、ポリペプチド、裸ＤＮＡワクチン、ＲＮＡ
ワクチン、合成エピトープ又はミモトープとして提供される免疫原を含む、請求項１～１
８のいずれか１項記載の免疫原性組成物。
【請求項２０】
前記免疫原がウイルス抗原、細菌抗原、真菌抗原、分化抗原、腫瘍抗原、胎児性抗原、癌
遺伝子及び突然変異化腫瘍抑制遺伝子の抗原、染色体転座に起因する独自腫瘍抗原、並び
にその誘導体から成る群から選択される抗原に対する応答を刺激する、請求項３～１９の
いずれか１項記載の免疫原性組成物。
【請求項２１】
前記抗原が自己抗原である、請求項２０記載の免疫原性組成物。
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【請求項２２】
前記免疫賦活剤がＴＬＲ－リガンドである、請求項３～２１のいずれか１項記載の免疫原
性組成物。
【請求項２３】
前記ＴＬＲ－リガンドがＣｐＧ－含有ＤＮＡである、請求項２２記載の免疫原性組成物。
【請求項２４】
前記免疫原性組成物が細胞を含む、請求項１～２３のいずれか１項記載の免疫原性組成物
。
【請求項２５】
前記細胞が腫瘍細胞または抗原提示細胞である、請求項２４記載の免疫原性組成物。
【請求項２６】
前記抗原提示細胞が樹状細胞である、請求項２５記載の免疫原性組成物。
【請求項２７】
前記より多い用量がより多数の細胞を含む、請求項１～２６のいずれか１項記載の免疫原
性組成物。
【請求項２８】
前記より多い用量が前記細胞の表面のより多数のエピトープ－ＭＨＣ複合体を含む、請求
項２７記載の免疫原性組成物。
【請求項２９】
免疫原＋免疫賦活剤又は生物学的応答修飾剤を含む免疫原性組成物の一組であって、前記
一組の個々の成員の投与量が指数級数として関連づけられる一組。
【請求項３０】
請求項２９記載の免疫原性組成物の一組及びそれを必要とする被療体に前記組成物を投与
するための使用説明書を含むキット。
【請求項３１】
順次増大用量の免疫原性組成物を含む注射器の一組であって、初回用量後の各用量が該注
射器の一組の各注射器中の直前用量より多く、そして被検体におけるＴ細胞応答を増強す
るために前記免疫原性組成物が免疫原及び免疫賦活剤又は生物学的応答修飾剤を含む一組
。
【請求項３２】
順次増大用量の免疫原性組成物を含むバイアルの一組であって、初回用量後の各用量が該
バイアルの一組の各バイアル中の直前用量より多く、そして被検体におけるＴ細胞応答を
増強するために前記免疫原性組成物が免疫原及び免疫賦活剤又は生物学的応答修飾剤を含
む一組。
【請求項３３】
免疫原及び免疫賦活剤又は生物学的応答修飾剤を含む免疫原性組成物の複数回の順次用量
を製剤化することを含み、初回用量後の各用量が直前用量より多い、新生物性疾患又は感
染性疾患の治療又は予防のための薬剤の製造方法。
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